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【主な研究成果】
[bookmark: _GoBack]Ti-6Al-4V合金板を供試材として用い、印加圧力を50 MPaおよび550 MPaとして線形摩擦接合（LFW）を実施し、継手を作製した。接合後、継手接合部のマクロ組織を観察したところ、接合欠陥や未接合部は認められず、良好な接合状態であることを確認した。ミクロ組織を観察した結果、印加圧力50 MPaおよび550 MPで接合した継手接合部は、いずれも受入れままの供試材に比べて、結晶粒の大きさが微細化された。さら、印加圧力50 MPaの場合には微細なラメラ組織、印加圧力550 MPaの場合には極微細な等軸組織が形成され、印加圧力が高い条件において細かい結晶粒径からなる組織が得られた。これらの結果は既報と一致し、接合部組織が大きく異なる継手の作製を再現できることを確認した。

【今後の展望】
今年度、結晶粒径が異なる接合部の作製を再現することができたので、来年度は、組織をさらに詳細に観察・分析するとともに、種々の力学的特性を調査し、接合部組織との関係について検討する予定である。

【具体的な成果】
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	注意事項
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2025年5月16日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードください。
・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホームページに掲載いたしますので、公表できる範囲において作成してください。
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